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L訂 KF を用い た気象衛星ひまわりの 高頻度観測データによる海風 前線の 同化実験

　　　　瀬古弘 （気象研 、 計算科学研究機構〉， 別 所康太郎 （気象衛星 セ ン タ
ー
）

　　　　　　　　　　三好建正 （理化学研究所 計算科学研究機構）

1．はじめに

　2014 年 10 月に打ち上げられた衛星 ひ まわ り8

号は、より高頻度・高解像度な観測 （日本付近 の観

測間隔が 2，5分、可視の 水平解像度は 0．5   ）にな

り、局地的大等を引き起こす積 乱雲の有効な同化デ
ータになることが期待されて い る。気象衛星 セ ン タ

ー

では、この 高頻度観測データを用い て 5分毎の衛星

風を作成しており、気象庁や気象研究所で は、これ

らの 同化実験も行われて い る （山下 ほか 、2014；大

塚ほ か 、2014 ）。また、輝度温度 の 同化法 につ い て

も開発が進められてい る。

　局地 的大雨の 同化実験につ い て は、練馬豪雨や

首都圏豪雨 、 板橋豪雨等 の 事例で 、4 次元 変分法

で ある NHM −4DVAR を用い た実験が行われ、豪雨

の 再 現 に成功して い る （Kawabata　et 　a 廴 2007
，

20
’
11，2014）。 局所ア ン サ ン ブル 変換カ ル マ ン フ ィ

ル ター（LETKF ）を用い た実験で も、気象庁現業レ

ーダの 動径 風や GPS 可降水量 を同化 した報告

（Seko　et　al、2013 ）があり、 フ ニ
ーズ ドア レ イレ

ーダ

の 観測デー
タを用い た 30秒毎の 同化実験も進めら

れ て い る（国井ほか ，2014）。

　この LETKF は 、レ
ーダ動径風などだけでなく、位

置情報も同化可能で、例 えば Kunii （2014 ）は台風

の 位置の 同化に成功して い る。 局地的な降水につ

い ても、海風の 先端等で発 生する降水域をひまわり

の 高頻度観測で とらえることがで きれば、その 位置を

同化して収束の 位置を修 正 するこ とが で きる 。 本報

告で は、海風前線で発生する雲城の 位置情報を同

化する実験の 最初の 段 階として、海風前線の 雲域

が捉えられた事例につ い て、LETKF を用い て 、気

象庁現業観測デー
タを与えた実験を行い 、再現 さ

れた海風前線の 雲域や降水域、観測との 比較 につ

いて報告する。

2．UETKF を用い た再現実験の 概要

　適用する事例は、2011 年 8 月 26 日に関東地方

南部に大雨をもたらした降水系で 、 東京湾や相模湾
か らの 南風と、茨城県からの 侵入する北東風 の 収束

に より降水 系が発生 した事例で ある。 図 1は 、ひ まわ

りの 高頻度観測で得られた可視の 雲画像である。 東

京湾や相模湾、茨城県からの 侵入 してくる気 流の先

端付近で 、降水を伴わない 雲域が形成 されて い る。

本報告で は この 事例に注 目する（図 1）。

　本研究で 用い る 同化シ ス テ ム は NHM ・LETKF

（Miyoshi　and 　Aranami，2006 ）をネス トさせ たシ ス

テ ム で 、格子間隔 15k 皿 の アウターモ デル に気象庁

の 現業デー
タを同化してお お まか な降水分布や収

束を再現し、さらにネス トさせ た格 子間隔 2km のイン

ナーモ デル を用い て、海風前線の 位置や レーダの

動径風等を同化 して 、より実涜に近 い位置で収束や

降水強度を再現することを目標にして い る。今回 は、

気象庁現業データのみを同化した結果を示す。

3．再現結果

イン ナー
モ デ ル で 再現された降水系をみ て みると、

まず、東京湾や相模湾からの 暖湿な気流 により神奈

川 県か ら千葉県 北部に東西に の びる降水域が発 生

し、そ の 発生後、やや遅れて茨城県か らの 北東風が

関東平野 の 北部に侵入 した。そ し て 、先の 南か らの

気流と収 束して 、そ こ で 降水を強化させ て い た （図

2）。 実況に比 べ ると、 LETKF による再現は 、 南から

の 気流に よる対流の発生 が早 すぎ、茨城県か らの 北

東風の 侵入が遅れて い た 。 これらを修正するために、

南からの 気流の性 質や 、 茨城 県か らの 北東風の 侵

入 の 時刻 ・位置を修正する必 要 があり、 今後 GPS 可

降水量やひ まわ りの 雲域を用い た同化実験を行う。
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図 1　 ひ ま わ りの 高頻度観測で 得られ た 8月 26 日 12時頃 の

雲 画像 と降 水強度 分布 e 東京 湾や相模湾、茨城県か ら侵 入

す る気 流 に 伴 う雲 列が 捉 え られ て い る。
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図 2　イ ン ナー
モ デ ル で 再現 され た（a ）18 時 と（b）21 時の

　下層 の 雲分 布 （影 域〉 と降水 域分布 （実 線）。
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